
１ 「学者如登山  
～まなぶはやまにのぼるがごとし～」 

今年度初めに行った南

陽市教育研究所の全体会

でお話をさせていただいたと

おり、「学者如登山」は、結

城豊太郎先生の書き残し

た数ある書の中の１つであ

る。もちろん、南陽市結城

豊太郎記念館にも展示されているが、その石碑が赤

湯小学校の校舎東側にも建立されている。 

この言葉には、「山を一歩一歩登っていけば、より

広く、より遠くまで見えるようになり、勉強を積み重ねて

いくと、いろいろなことがより詳しくわかるようになり、わ

かったときの喜びも格別のものがある」という意味が

込められているそうである。その裏側には、「先を読む

ことの大切さ」が隠されていると感じている。先見の明

を持ち、登山家としても知られた南陽の偉人、結城

先生のたくさんの教えに学びながら、これからの南陽

市の教育をさらに紡ぎつないでいくことは、私たちの

大きな使命であると考えている。（ぜひ、折に触れて、

結城豊太郎記念館に子ども達と共に足を運んでい

ただければ幸いです。） 

 

２ 南陽市で、なぜ、「海洋教育」なのか 

日本は、グローバル

な視点で見れば海に

囲まれた海洋民族で

あると言える。海は、歴

史上、人類の進化に

おいて不可欠な環境

であり、未だ判明して

いない未知のことを秘めた神秘的な存在でもある。

だからこそ、子ども達が海との多様な関わりを学ぶこ

とには、無限の教育的意義や価値があると考える。 

南陽市は、海には縁遠い内陸部に位置しているこ

ともあり、本市の子ども達にとって、海と関わる機会は

限られている。しかしながら、海という未知のものを探

究しようする学びに向かうことは、知的好奇心を引き

出したり、論理的思考力や探究行動力等の下地や

素地を培ったりすることにもつながり、これからの社会

で活躍するイノベーション能力等の高度な学力に結

びつく大きな可能性が秘められていると考える。 

過去を紐解くと、鉄の塊が海に浮いたり空を飛んだ

りする等、それまでのミクロ的な発想だけでは到底辿

り着かなかったであろう。マクロ的な発想があったか

らこそ、多様な視点から新たな発明や発見が生まれ、

時代の進展につながったに違いない。このミクロ的

なものの見方考え方、マクロ的なものの見方考え方

の両面を育むことは、生きぬく力の基盤となり、これか

らの教育、そして地方創生に必須のものであると捉え

ている。海洋教育に限らず、「物事を大局的に俯瞰

しながら、本質を理解する力」は、激動の国際社会を

生きぬくために必要であると考える。 

 

３ 子どもの自立を支える教育愛 

先人の教えや大局的に本質をとらえながら地域の

持つ教育力を学校教育に生かし、その上で教育の

質を高めると共に、そこで培われた子ども達の実践力

を地域に還元し、地域の活性化を目指していく「地域

総合型教育」を本市教育の中核に据えてきた。その

推進過程や日々の教育実践の中で、子ども達の心

身の逞しい成長の大きな支えとなっているものは、先

生方お一人お一人の教育愛に他ならない。  その子の個性や性格、育った環境や背景までを理

解した上で、叱るべきところは叱り、伸びる・変われる

ところは納得するまで語り続けながら、自覚を促して

育てきるという姿こそが、その子の生きる意欲となり自

立を支える根源であった。もちろん、先生方にとって、

大きな悩みや苦しみもあったに違いない。しかし、一

人の先生から注がれた、あったかい血の通った教え

は、その子にとって生涯忘れられない宝物である。 

この実践を真っ先に大事にする南陽市の教育を、

引き続きお願いしたいと考えている。 

次代に先駆け、あったかい血の通い合う“南陽市の教育”   
南陽市教育委員会学校教育課長 佐 藤 政 彦 
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平成３０年度

ふ る だ て

「創立１４５周年を子供の姿で祝う」
地域の皆様のご協力をいただき、「養蚕」「語り」等、漆山の地の利を生かした教育を展開し

ております。

地域住民や保護者の学校に対する期待に応えるべく、子供たちの能力の伸長を期して、地域に

開かれた学校をめざし、「生きぬく力」を育てる教育を推進していきます。

共に育む 学び・育ち

漆山小のシンボル、黄桜の『鬱
う

金
こん

桜』
地域と共に

○生活リズム点検の取り組み（毎学期）

○アウトメディアディの実施

親子実践目標（PTA活動と連携）

家庭と共に

○２年 地区探検

○４年 夕鶴の里の秘密を探る

○６年 菊作り・ボランティア学習

探究学習

○１年 年長さん１日入学での交流

○５年 幼保施設訪問と交流会

幼保小中連携の活動

○３年 蚕の飼育・生糸の学習

○５年 稲作を学ぼう

体験学習

語り部養成講座(４･５年)

読み聞かせ・民話語り

田んぼの体験学習
収穫を祝う会

○田植え

○稲刈り

○収穫を祝う会



 

 

 

 

◎事前にアンケートやワークシートの記入 

➔自分の考えをもって参加 

互いの意見を認め合い、意見を出し合える話し合い活動の設定 

◎生徒会活動の意味を全校で確認 

（本校校是や赤中５本柱について） 

➔生徒会の一員として参加 

生徒会よりスローガンや、活動の意義・ねらい、重点テーマを全体の前で明確にしながら進行 

◎全校体制で社会参画活動への参加 

➔クリーン作戦、地域行事への参加、地域の青少年非行防止ネットワークへの主体的な参加 

生徒の活動に広がりを持たせるとともに、地域に貢献しているという充実感・喜びの体験 

◎全校話し合いにつながっていく普段の学級活動の営みの継続 

➔笑・ku・bo スピーチの実施 

 

 

第１回目(５月１日)のテーマは『私たちが考える自主・自立と

は？』 

「赤湯中学校は『自主・自立』が校是です。もう一度改めて私たち

が目指す『自主・自立』について考えてみましょう」の議長からの

問いかけに、具体的な自主・自立の考えを勉強・生活・部活・その

他に分け、中学生の立場から発表しています。「自分の行動に責任

を持つ」「人から頼られるようになる」などの思いを全校生徒へ伝

えることができました。話し合いが深まり、学年によって目指す『自

主・自立』は何かを、各学年で確かめることができました。 

第２回目(１１月２１日)のテーマ『私たちが考える社会参画と

は？』 

 「一人から始まる生徒会 赤中から始まる街づくり」をスロー

ガンに始まった話し合いでは、学校行事クリーン作戦の体験から

「地域をきれいにしたい」、ありがとう運動から「小学生を守る責

任」などの感想がでました。「地域を守ろうとする気持ち」「地域

の人に恩返しがしたい」など、たくさんの意見が出たことで、積極

的に地域に関わり参加していく雰囲気が高まりました。 

 第３回目(１月１６日)のテーマは『赤中生の清掃の現

状は？』 

２年生を中心とした新執行部が、赤湯中５本柱のあい

さつ・歌声・清掃・奉仕・応援の 1つでもある、清掃を

テーマに決めました。各教室での清掃の様子から、反省

や継続の意見が多数出ました。「きれいになると気持ち

がいい」「ボランティアの心構え」「お互い支え合う心」など全校で共有することができました。 



EIGO から I を取ったらただの EGO（英語から愛を取ったらただのエゴ） 

〜⾃分と周りを幸せにする Global Citizen 育成を⽬指して〜 

南陽市⽴宮内中学校 教諭 ⼭⽥奈美 

１．はじめに 

２０１７年３月に新学習指導要領が公示され、２

０２０年から小学校中学年で外国語活動が、高学年

で外国語科が導入されることとなった。中学年にお

いて、三つの資質・能力の下で、音声面を中心とし

た外国語を用いたコミュニケーションを図る素地と

なる資質・能力を育成した上で、高学年において、

「読むこと」「書くこと」を加えた教科として外国

語科を導入し、五つの領域の言語活動を通じて、コ

ミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育

成することを目標にしている。 

これは、中学校の「簡単な情報や考えなどを理解

したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーシ

ョンを図る資質・能力」、高等学校の「情報や考え

などを的確に理解したり適切に表現したり伝え合っ

たりするコミュニケーションを図る資質・能力」に

つながるものである。 

半年間、県教育センターで研修を行わせていただ

いた中で、田尻悟郎先生（関西大学外国語学部教

授）、阿部フォード恵子先生（CALA インターナショ

ナル代表）からの学びをもとに、小中高の学びをつ

なぐ「コミュニケーション能力」育成において、大

切にしていきたいと考えたことを提案させていただ

きたいと思う。 

 

２．コミュニケーション能力の育成 

１）コミュニケーション能力の定義 

田尻氏は「相手を知りたいという気持ちをもっ

て丁寧に聴くこと」、阿部氏は「relationship を

形成するために、相手の思いや気持ちを知ろうと

して聴くこと」と定義している。 

 

２）事例 

① 自己肯定感を大切にする 

 文房具の語彙指導の際、文房具名を含む歌を聴

かせ、どんな文房具名が聞こえたか尋ねる際、い

きなり個人指名するのではなく、小グループでブ

レインストーミングを行わせる。グループ発表の

際、”rice ball”という文房具と関係のない語

を児童が答えたとしても、教師は否定せ

ず、”Oh, I see.”とポジティブな受け取り方を

することで児童生徒の心は広がっていく。 

 

 

② 様々な種類の楽しさ 

 小中学校ではまず、fun でなければならない

が、「楽しさ」にも、interesting, moving, 

exciting など様々な種類があるので、児童生徒の

実態や目的に応じて、豊富に取り入れていき、夢

中にさせる工夫をする。小学生であれば、「パ

ン、ジャム、はちみつ、バター」の写真を見せ、

仲間外れを見つけ理由とともに答えさせる４択ク

イズ、高校生であれば、「うまくいかない会社経

営を立て直すためにどうやって商品を売るか」を

考えさせる授業などである。 

 

③ フィンガーティップコミュニケーション 

 アイコンタクトをし、お互いの腕をあげた距離

を保ちながら会話をする指導法である。この指導

を継続することで、相手の目を見て、大きな声で

はっきりと伝えることができるようになり、コミ

ュニケーション能力を身につけられる。 

 

④ 神経言語学の活用 

 言語習得において、児童生徒により「視覚・聴

覚・触覚」のいずれかの優位性がある。それぞれ

の児童生徒の強みを見つける努力をし、それぞれ

の優位性を生かせる言語活動を毎時間の授業に組

み込んでいく。発音された音声と同じカード（実

物）を指さしながら発音して全員が指をさせたら

手をあげるなどのポインティングゲームでは、視

覚及び触覚の優位性を持つ児童生徒の学習に有効

である。 

 

３．おわりに 

 両氏には「どの場面においても、誰一人落ちこ

ぼれを作らない。」という児童生徒への愛と教師

としての強い覚悟がある。EIGO（英語）から I

（愛）を無くしてしまえば EGO（エゴ）だけが残

る。コミュニケーション能力の育成がより重要視

される今、指導者自身が、児童生徒に伝えていけ

るよう、様々な国や文化、人々などに深い「愛」

を持ち、自他ともに幸せにできる人財を育ててい

きたい。 

【編集後記】  昨年、免疫の働きを使ってがん細胞を攻撃する画期的な治療薬の開発につながったとして、本庶佑（ほんじょたすく）京都⼤特別教授が、

ノーベル医学⽣理学賞を受賞した。新聞に掲載されたインタビューの記事で、今も⼼に残っていることがある。「普段⼼がけていることは。」

に対して、「何か知りたいという好奇⼼。もうひとつは、簡単に信じないこと。⾃分の⽬で確かめ、⾃分の頭で考えること。」と答えている。

授業の中で、不思議だなと思うことや知りたいという思いを⼦ども達に持たせ、そのことを実際に調べたり考えを話し合ったりして⾃分の

ものにしていくこと。本庶先⽣が話していることは、授業でも⼤事にしていることだと⾔える。私たち教員も、いろいろなものから情報を得

て、その中から⽬の前の⼦ども達に、何をどう伝えていくかを考えることが⼤切である。この「所報」には、毎号いろいろな⽅の考えや各校

等での取組みが掲載されている。それぞれの学校の⼦ども達に⼒をつけるため、少しでも参考にし活⽤していただければと思う。 
         （⼤地 浩幸） 

【情報センター員】 

◎淀野 秀樹（宮内⼩学校） ○⼤地 浩幸（中川⼩学校） 

鈴⽊  誠（沖郷⼩学校）  佐藤 直也（梨郷⼩学校） 秋葉 芳⾏（⾚湯⼩学校）  網代 良⼀（中川⼩学校） 

中村 ⽂弥（宮内⼩学校）  加川 雅⼈（漆⼭⼩学校） 遠藤 隆平（沖郷中学校）  鈴⽊美⾥緒（⾚湯中学校） 

愛澤 奈々（宮内中学校）  ⽮野  ⻫（南陽市教委） 
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